
ＪＡきたみらいにおける

農福連携の取組み

きたみらい農業協同組合
営農振興部担い手グループ 菊池光祐



ＪＡきたみらいの概要

・平成１５年に８ＪＡが合併。

北見市（常呂自治区除く）、訓子府町、置戸町の

１市２町からなる広域ＪＡが誕生。

・玉ねぎ、馬鈴しょなどの土地利用型作物を主体と

した経営形態。水稲、麦類、てん菜、

豆類、酪農など多岐にわたる

農畜産物を生産。



ＪＡきたみらい地域農業の抱える課題
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ＪＡきたみらいの対応策

・高性能・高効率の大型機械導入

・農作業受委託作業（コントラクタ―事業）
・新たな「農業人材」の確保・育成・定着

⇒①新規就農者の確保育成（農家子弟、新規参入者）

②農福連携の実践

③外国人技能実習生の受入

・大規模経営化（集団法人等）



『農福連携』の取り組み経過①

H29年

5月 農福連携の検討開始 …近隣ＪＡの情報収集、生活困窮者雇用の検討

8月 一般社団法人北海道総合研究所（ＨＩＴ）との連携

11月 組合員意向調査の実施 …第5次地域農業振興方策に係るアンケート調査

H30年

1月 先進地事例調査の実施 …香川県内視察

2月 「農業現場における障がい者就労に関する意見交換会」（福祉事業所３社、行政、ＪＡ）

4月 農福連携作業部会設置（農振協 担い手・地域振興・情報部会）

5月
～10月

福祉事業所支援員の「農業現場視察及び意見交換」（福祉事業所４社、計４回実施）
○内容…玉ねぎの移植苗運搬・補植・収穫、馬鈴しょの収穫、大型コンテナ組立、

てん菜の補植や草取り、白花豆の女竹抜き作業 他（にんにく、ペコロス）
○福祉利用者による実証体験作業の選定（下記の通り）

Ｒ1年

7月
～9月

福祉利用者※の「農作業実証体験」の実施（計7回） ＊半日体験
※福祉利用者とは、福祉事業所を利用する障がい者
○内容…玉ねぎ（サラタマ、真白）・にんにく・ペコロスの収穫関連（茎葉根処理他）、

にんにくの播種関連（種割り）、野菜の洗浄

12月 「農作業実証体験・受入農家による意見交換」（受入農家５戸）…次年度の対応協議
「オホーツク地域における農福連携推進シンポジウム」での事例発表



『農福連携』の取り組み経過②

R2年

1月 「農福連携に伴う福祉事業所との意見交換会」（川東学園風楽里）…次年度の対応協議

7月
～9月

福祉利用者の「農作業請負作業」の実施（計5回） ＊１日作業
○内容…玉ねぎ（真白）の収穫関連（茎葉根処理）にんにく播種関連（種割り他）、

野菜の洗浄
福祉利用者の「農作業実証体験」の実施（計3回）
○内容…玉ねぎ（ペコロス）の収穫関連（総取り他）、大型コンテナ組立て

7月
～10月

販売部門との連携 ＊R3、R4も実施
○内容…にんにくの出荷調整、玉ねぎ段ボール詰め、うどん用パッケージのシール貼り

R3年

7月
～9月

福祉利用者の「農作業請負作業」の実施（計8回） ＊基本1日作業
○内容…玉ねぎ（サラタマ、真白）の収穫関連（茎葉根処理）、野菜の洗浄、

大型コンテナ組立て、にんにく播種関連（種割り他）
福祉利用者の「農作業実証体験」の実施（計1回）
○内容…ホウレン草収穫関連（収穫他）

12月 「農作業実証体験・受入農家による意見交換」（受入農家4戸）…次年度の対応協議
「農福連携に係るワークショップ」への参加

R4年

1月 「農福連携に伴う福祉事業所との意見交換会」（川東学園風楽里）…次年度の対応協議

7月
～9月

福祉利用者の「農作業請負作業」の実施（計4回） ＊基本1日作業
○内容…玉ねぎ（サラタマ、真白）の収穫関連（茎葉根処理）、大型コンテナ組立て

福祉利用者の「農作業実証体験」の実施（計1回） ＊天候悪化により途中中止
○内容…玉ねぎ移植関連（補植）

9月 「農福連携技術支援者育成研修」の受講



『農福連携』組合員意向調査結果
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回答数52戸 〔調査日 平成30年1月末現在〕



「農業現場における障がい者就労の意見交換会」

日 時 Ｈ30年2月24日
出席者 福祉事業所（27社案内のうち３社出席）、

ＨＩＴ、行政農政課・保健福祉課、ＪＡ

内 容 ①ＪＡきたみらい地域の農業・農作業

②農福連携の可能性（農福連携試行に向けた意見交換）

⇒福祉関係者に農業現場を知ってもらうことが重要

～農作業現場の視察・農作業体験の企画～

Ｈ30年度 福祉事業所に向けた取組み

Ｒ元年度 農業者に向けた取組み

○北見地区農業振興連絡協議会「農福連携作業部会」設置



Ｈ３０年度 福祉事業所に向けた取組み
【農作業現場の視察、体験】

玉ねぎ
移植苗運搬車両への積込

補植作業

てん菜
補植作業

草取り

玉ねぎ・馬鈴しょ
大型コンテナ組立て

機上選別

ペコロス 収穫関連作業(収穫、結束、乾燥 等)

にんにく
茎葉処理

皮むき

【ペコロスの農作業体験(福祉利用者)】 【福祉事業所の請負作業視察】



取組みで得た課題と就労の可能性①

【課題】

・組合員が求める補植・除草・収穫作業は、判断基準が曖昧なため難しい。

・屋外作業は、気候や圃場の条件により障がい者の負担が大きいため、障がい者

就労に配慮した作業環境の整備が必要。

＞トイレ常設 ＞休憩場所の確保 ＞作業場（圃場）への移動手段。

＞労働時間の改善（例：農繁期は7:00～18:00） ＞休憩等の配慮。

・一部の経営形態を除き、雇用による労働力は農繁期のみのため“通年雇用”が難

しい。

農繁期･･･４/下～５/中（定植期）と７/下～10/下（収穫期）

・農業に限らず、障がい者就労の現場を知られていない。



取組みで得た課題と就労の可能性②

【就労の可能性】

・福祉関係者から困難とされていた農具でも、実際に障がい者が体験することで

使用可能なことを発見。

→ 農作業体験の必要性

・玉ねぎの一部（付加価値品種）、ペコロス、にんにく、高級菜豆（白花豆）は、

機械化が難しく人手が伴う作業で、且つ、屋内作業も多いことから、作業をよ

り細分化することで実現の可能性は高い。

→ 上記作物を作付けする農業者への協力

⇒農作業実証体験の実施（農作業実習の受入）



Ｒ元年度 農作業実証体験の実施

・農福連携に理解を示す組合員「モデル農家」に協力。

・取組み可能な作物の抽出。

①玉ねぎ（サラタマ、真白）の収穫関連作業

②ペコロス収穫関連作業

③にんにく播種・収穫関連作業 他

・農作業体験の協力先は「市内就労移行支援事業所」１か所

・体験時間は9:30～12:00、13:30～16:00の半日を原則



実証体験の実施効果と課題整理

・受入組合員の理解と、障がい者の特性を理解した作業場の提

供により、スムーズな農作業体験を終えた。

・組合員が求める作業結果（作業の質）とほぼ遜色ない。

・作業量は常出面と比べて１/３～４程度と推測するが、初体験
であり体験期間が短かったこと（半日）が要因。

・玉ねぎハサミなどの農具は、習熟度合に並行して作業効果が

得られる。

・農業者との十分な打合せと農業を理解する支援員（指導者）

の存在により、作業結果に大きく影響を与える。

・支援員の農業知識習得・向上に向けた連携も重要。

⇒受入組合員と支援員との事前打合せの実施により

目標を大きく上回る結果を得た



受入組合員の声

・玉ねぎハサミ等農具の使用は、個人差はあるが問題無い。

・障がい者と共に作業し、作業の内容を直接見ることで

“固定概念”は解消された。

・シルバー人材や人材派遣よりも良く働いてくれた。

・常出面と障がい者との作業場を分けなければ、常出面に

気を遣わしてしまうのでは。

・実際に雇用や請負作業となれば、賃金や料金をどう設定

したら良いのか。またどこで誰に依頼することになるのか。

※農福連携実践に向けた協議（作業環境・賃金設定等）について受入組合員

との意見交換会を開催（同年１２月実施）



Ｒ２年度～ 請負作業の開始

請負・実証 作業名 実施時期 内容 使用用具 料金

請負

玉ねぎ(真白)の収獲関連 ７月中旬 茎葉と根の処理 野菜ハサミ １基 4,000円

玉ねぎ(サラタマ)収穫関連 ７月中旬 根の処理 野菜ハサミ 1a 1,600円

大根の出荷関連
８月下旬～
９月中旬

大根の洗浄
出荷コンテナへの積込

洗浄用専用機械
（包丁）

1基 800円

大型コンテナ組立て
８月下旬～
９月上旬

大型コンテナの組み立て － 1基 140円

にんにく播種関連
９月中～
下旬

にんにくの種割りと選別 － 1c/s 500円

段ボール製函 適宜 出荷用段ボールの製函 製函機 1H 882円

実証

玉ねぎの移植関連 ４月下旬 玉ねぎ苗の補植 補植器

－

にんにく収穫関連 ７月上旬 茎葉と根の処理 野菜ハサミ

ホウレン草収穫関連 ７月上旬 収穫と計量、袋詰め
野菜ハサミ
計量器

ペコロス収穫関連 ８月上旬 収穫（総取り）、選別 選別用器具

【これまでの取組作業】 受入農家：５戸、ＪＡ選果場 ※R4年時点

※料金は出来高制となっており、交通費は別途
往復 5km以上～20km未満 … 500円

20km以上 …1,000円



請負作業実施の成果と課題

【成果】

・障がい者を実際に受け入れることで「想像より熱心に作業してくれる」と受

入組合員からの声が挙がっている

・習熟度とともに作業スピードの向上

大型コンテナ組立の場合（３グループに分かれて作業）

Ｒ２年度実績～１Ｈあたり２７基 ⇒ Ｒ４実績～１Ｈあたり約５０基

【課題】

①作業時期の重複による調整

②新規実証作業の模索

③組合員への認知度向上と理解促進



問合せ時のフロー（農家側）

作業時間の制約
福祉事業所の入退所する時間内での作業とする
基本は９:３０～１６:００
（作業場までの移動距離により異なる）

休日の対応
福祉事業所が休日の場合は作業不可となる
（土曜、日曜、祝日 等）

屋外作業の対応
雨天中止による早期判断と連絡
炎天下で作業する場合の休憩場の確保

農繁時期の重複 作業日が重複する場合は事前調整をすることもあり

その他
仮設トイレの設置や作業料金※ 等
※ＪＡで昼食や飲料、実証作業の場合は傷害保険料
の支援を行う

・円滑な受入れを目的に、組合員から問い合わせがあればＪＡが窓口となり、

日程や作業内容等の調整を行う。

【受入農家に理解してもらうこと】



ＪＡきたみらいが目指す『農福連携』

・これまで当たり前と思っていた農作業を見直すことは、より安全

で作業効率も向上（＝農業生産性の向上）

⇒障がい者に限らず、新たな雇用（初心者、高齢者、女性）

の確保にも良い影響を与える

◇「農福連携」による農業者のメリット

◇施設外就労を基本とした短期の請負作業

《利用者（障がい者）・支援員のユニット型》



『農福連携』の推進に向けて

〔農業者（ＪＡ）〕

▪労働力不足▪

・求める労働力→最低賃金、短期雇用
・屋外作業多い（天候に左右される）
・障がい者は農業に興味あるのか
・“障がい” とはどんなものなのか⇓

福祉に関する知識が乏しい
「どこに相談すれば･･･」

〔福祉事業所〕

▪就労先の確保▪

・求める就労先→安定賃金、通年雇用
・屋内作業希望（天候に左右されない）
・障がい者目線の就労環境なのか
・“農作業” とはどんなものなのか⇓

地域農業に関する知識が乏しい
「どこに相談すれば･･･」

農と福祉をつなぐコーディネーターの存在
（情報共有、広報、補助金活用、人材育成）

【各行政・ＪＡとの連携】

情報不足

急がずに、しかし、休まずに！！やりたい事、やるべき事をじっくりと。



ご清聴ありがとうございました。


